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学
校
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
贈
呈
式 

  

十
二
月
十
一
日
（
水
）
桜
井
市
立
大
三
輪
中
学
校

を
最
後
に
今
年
度
の
学
校
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
学

校
賞
１９

校
の
贈
呈
式
を
終
了
し
た
。
来
年
度
も
応

募
率
１
０
０
％
の
三
連
覇
、
今
年
以
上
の
学
校
賞
を

獲
得
し
、
多
く
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る

よ
う
お
届
け
し
た
い
と
考
え
る
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（
村
田 

貴
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終
了
後
に
は
、 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命 

か
ら
学
校
に
ボ
ー 

ル
６
個
が
贈
ら
れ 

た
。 生

徒
た
ち
か
ら 

は
、
「
み
ん
な
と 

で
き
て
楽
し
か
っ 

た
。
」
「
面
白
か 

っ
た
。
」
「
シ
ュ 

ー
ト
が
楽
し
か
っ 

た
。
」
「
ゴ
ー
ル 

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
」「
い
い
思
い
出
に
な

っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
最

後
に
全
員
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
手
話
で
お
礼

の
気
持
ち
を
伝
え
た
。
生
徒
が
退
場
す
る
際
も
、

み
ん
な
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
笑
顔
で
解
散
し

た
。 先

生
方
か
ら
は
「
難
し
い
運
動
も
雰
囲
気
や

気
持
ち
を
盛
り
上
げ
て
で
き
て
い
た
。
授
業
に

も
生
か
し
た
い
、
参
考
に
な
っ
た
。
」
「
ス
ポ
ー

ツ
っ
て
い
い
な
、
友
達
を
意
識
す
る
、
苦
手
、
失

敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
な
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ 

で
も
や
り
た 

い
！
と
な
っ
て 

い
た
。
ま
た
中 

学
部
で
も
是
非 

お
願
い
し
た 

い
」
川
合
浩
司 

校
長
か
ら
は 

「
初
め
て
の
こ 

と
に
は
引
っ
込 

み
思
案
で
身
構 

え
る
生
徒
た
ち 

が
生
き
生
き
と 

ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
た
。
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

見
て
い
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

（
山
口 

智
美
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

     
 

            

 （株） 奈良教弘   第 14号発行令和７年１月吉日 

特
別
支
援
学
校
向
け
出
前
授
業 

パ
ラ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室 

 

㏌ 

奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校 

（
川
合
浩
司
校
長
） 

 
 
 
 

主 

催 
 

一
般
社
団
法
人 

パ
ラ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

 

 
 
 
 

【
協 

賛 
 

 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
】 

 
 
 
 

【
後 

援 
 

 

公
益
財
団
法
人 

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
】 

  

十
一
月
十
二
日(

火)

、
奈
良
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
で
、
パ
ラ
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
教
室
が
行
わ
れ
た
。
高
等
部
１
，
３
年
の
生
徒
４５

人
が
参
加
し
、
パ

ラ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
体
験
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
り
、
意
欲

的
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
感
し
た
。 

こ
の
教
室
は
、
全
国
の
特
別
支
援
学
校
対
象
に
、
毎
年
抽
選
で
十
校
の
み

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
県
で
は
今
年
初
め
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
講
師

は
一
般
社
団
法
人
パ
ラ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
中
山
剛
さ
ん
と
瀬
戸
脇
正
勝
さ

ん
、
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
今
泉
幸
広
さ
ん
、
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
古

島
啓
太
選
手
が
務
め
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
か
ら
は
森
田
哲
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
水
守
琢
也
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
西
村
修
一
天
理
営
業
所
長
、
鍛
冶
田
正
代

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
奈
良
教
弘
か
ら
は
、
前
川
裕
道
専
任
幹

事
、
山
口
智
美
参
事
が
参
加
し
た
。 

講
師
紹
介
や
あ
い
さ
つ
で
は
、
選
手
の
実
技
を
見
た
り
古
島
選
手
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
手
話
を
教
わ
っ
た
り
し
た
。
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、
音
楽
を
流
し
て
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
す
る
リ
ズ
ム

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
操
や
２
人
組
で
の
ボ
ー
ル
運
動
、

ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
練
習
な
ど
を
行
っ
た
。
簡
単
な
動
き
か
ら
複
雑
な

動
き
へ
と
生
徒
が
自
然
に
ど
ん
ど
ん
動
け
る
よ
う
に
う
ま
く
指
導
い
た
だ

き
、
ゴ
ー
ル
す
る
た
び
に
全
員
が
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
行
い
み
ん
な
と
て
も
よ

い
表
情
で
楽
し
ん
で
い
た
。
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
講
師
や
先
生
の
チ
ー
ム
に
も
挑
戦
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

＊公益財団法人日本教育公務員弘済会の教育振興事業（奨学金事業・教育助成金事業・教育文化事業）及び福祉事

業は、教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本教育界に貢献しています。 

王寺南義務教育学校 
大福小学校 

高田商業高等学校 大三輪中学校 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
京
海
上
日
動
教
育
振
興
基
金 
２
０
２
４
年
度 

教
育
研
究
助
成
校
決
定
！！ 

  

奈
良
県
立
奈
良
商
工
高
等
学
校(

長
谷
川
智
校
長) 

 

橿
原
市
立
耳
成
小
学
校 

 
 
(

中
島
浩
一
校
長) 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
海
上
日
動
教
育
振
興
基
金
は
、
創
業

７０

周
年
を
記
念
し
て
１
９
８
４
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
。 

次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
ち
、
生

き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
願
い
、
初
等
中
等
教
育
に
携

わ
る
教
職
員
の
熱
意
・
研
鑽
に
溢
れ
る
教
育
研
究
成
果
に
対

す
る
助
成
を
通
じ
て
教
育
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
。 

毎
年
、
学
校
教
育
に
お
い
て
意
欲
的
に
取
り
組
み
創
意
工

夫
に
溢
れ
た
指
導
に
よ
っ
て
顕
著
な
成
果
を
収
め
て
い
る
実

践
研
究
に
対
し
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

今
年
度
は
、
奈
良
県
立
奈
良 

商
工
高
等
学
校
「
地
域
学
校
協 

働
活
動
を
通
し
た
教
育
活
動
に 

つ
い
て
～
地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
を
目
指
し
て
～
」
、
橿
原
市 

立
耳
成
小
学
校
「
す
べ
て
の
子 

ど
も
た
ち
が
尊
重
さ
れ
る
授
業 

の
創
造
～
聴
き
合
い
、
つ
な
が 

り
、
学
び
合
う
こ
と
を
通
し
て 

～
」
が
選
ば
れ
た
。 

  

 

十
二
月
十
九
日
（
木
）
、 

東
京
海
上
日
動
株
式
会
社 

髙
木
信
一
奈
良
支
社
長
と 

奈
良
教
弘
村
田
参
事
が
そ 

れ
ぞ
れ
の
学
校
を
訪
問
し
、 

賞
状
と
助
成
金
十
五
万
円 

を
贈
呈
し
た
。 

  

（
村
田 

貴
） 

          

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

都
道
府
県
賞 

  

前
回
紹
介
し
た
（
公
）
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
田
原
本
町
立
田
原
本
中
学
校

３
年
の
福
本
優
愛
さ
ん
の
作
品
が
都
道
府
県
別
賞
一
等
に
選

ば
れ
た
。 「

一
型
糖
尿
病
と
生
命
保
険
」 

  

私
に
は
、
一
型
糖
尿
病
と
い
う
持
病
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

病
気
は
、
今
の
と
こ
ろ
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
病
気
で
、
イ

ン
ス
リ
ン
と
い
う
薬
を
使
用
し
血
糖
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で

合
併
症
を
防
ぎ
、
糖
尿
病
で
は
な
い
人
と
同
じ
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、
一
型
糖
尿
病
は
生
命
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

普
通
の
人
よ
り
難
し
い
で
す
。
理
由
は
、
一
型
糖
尿
病
は
自

己
免
疫
疾
患
で
あ
り
、
す
い
臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
生
産
能
力
が

失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
涯
に
わ
た
り
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
を

必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
型
糖
尿
病
患
者
は
他
の
健

康
な
人
々
と
比
べ
て
高
い
健
康
リ
ス
ク
を
伴
う
と
み
な
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
一
型
糖
尿
病
患
者
が
生

命
保
険
に
加
入
す
る
際
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
保

険
料
の
高
さ
で
す
。
保
険
会
社
は
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
た
め

に
、
通
常
よ
り
も
高
い
保
険
料
を
設
定
す
る
傾
向
が
あ
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
患
者
が
経
済
的
な
理
由
で

加
入
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。 

 

で
す
が
、
近
年
で
は
一
型
糖
尿
病
患
者
の
生
命
保
険
加
入

の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も
み
ら
れ
ま

す
。
一
部
の
保
険
会
社
で
は
、
糖
尿
病
患
者
向
け
の
特
別
な

生
命
保
険
商
品
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保

険
商
品
は
、
糖
尿
病
患
者
の
管
理
状
態
や
健
康
状
態
に
基
づ

い
て
柔
軟
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
管
理
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
試
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
患
者
自
身
も
自
分
の
健
康
状
態
を
し
っ
か
り
と

管
理
し
、
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
で
、
保

険
会
社
に
対
し
て
自
分
の
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
を
証
明
す
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
を
結
び
、
将

来
的
に
は
一
型
糖
尿
病
患
者
が
生
命
保
険
に
加
入
し
や
す
く 

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
は
、
一
型
糖
尿
病
と
い
う
病
気

は
、
し
っ
か
り
治
療
し
て
い
た
ら
健
康
な
人
と
変
わ
ら
な
い

し
、
リ
ス
ク
も
低
い
と
い
う
こ
と
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
、
健

康
な
人
と
同
じ
ぐ
ら
い
生
命
保
険
に
加
入
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 奈

良
百
景 

宇
陀
市
大
宇
陀
の
久
保
本
家
酒
造 

「
久
保
本
家
酒
造
」
は
道
の
駅
「
大
宇
陀
」
か
ら
榛
原
街
道
を

東
へ
入
っ
た
す
ぐ
に
あ
り
ま
す
。
女
将
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、

昔
は
「
酒
蔵
通
り
」
と
い
う
く
ら
い
酒
蔵
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
は
数
軒
先
の
「
芳
村
酒
造
」
だ
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

併
設
の
カ
フ
ェ
で
は
仕
込
み
水
が
出
て
き
ま
す
。
他
の
蔵
で
は

な
か
な
か
仕
込
み
水
は
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
は
お

か
わ
り
自
由
で
す
。
す
ご
く
お
い
し
い
水
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
山 

浩
史
） 


